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ようこそ

淡河そら祭りへ！
WELCOME TO OGO SORAMATSURI.

神戸市街地から車で北へ約 30 分，緑豊かな山里が広がるまち淡河。

いまもなお，数多くの文化財や伝統行事が残されています。

そんな淡河で新しいお祭りが生まれます。

特設萱葺きステージでのライブあり。パフォーマンスあり。アート，デザインあり，

歌うもよし。踊るもよし。喋るもよし。食べるもよし。

感じてみませんか？つちの感触。みずのおと。みどりのにおい。空気のあじ。そらのいろ。

お腹いっぱい淡河のおいしい空気をすいこんで，思いっきり息を吐く。

何もないはずなんだけど，なんだか大切な何かがそこにあるような気がする。

古いと新しい。人と自然。川と川。まちと農村。人と人。

いろんなものが混じりあって，新たなものが生まれる瞬間。

ようこそ，淡河そら祭りへ！



stage-timetable
ステージ　タイムテーブル

中西 賀子※ 都合により変更になる場合があります

司会・進行

12:00 オープニング

 Art 書家の中西賀子さんによるパフォーマンス

12:30 百姓一揆（101）

13:15 BMX FLATLAND

13:55 ウエチマサシとナカノユメ

14:30 むぎ

15:10 裏神戸コレクション 2009-2010AW

15:30 はせがわかおり

16:05 BACHIKONDOOO

16:50 丸山茂樹

17:30 婦人会の踊り

17:45 フィナーレ

18:00 終演

神戸市北区淡河町生まれ。

アート書家。8 歳で書を始める。

教育書道を学ぶ傍ら、24 歳で

師匠今川昌暘氏と出会いアート

書に魅せられる。漂う墨の香り

に心落ち着かせ、感じたまま・・

思うがまま・・心のままに・・

筆を弾ませる。自然豊かな淡河

町で、筆の持つ無限の表現力を

求めつづける。

遊美書　主宰

http://blog.goo.ne.jp/yoshiyoshi0720

背水ファンタジー 淡河出身メンバーのいるお笑い

トリオ。結成して間もないが、

評判は上々。主に大阪で活躍中。

今日は名前だけでも覚えて帰っ

て下さい。

No Website

a r t i s t s 　 出 演

ウエチマサシと
ナカノユメ

写真と音楽を用い、自由な発想

をクリエイトするアート集団「３

×４＝自由に」（サンシジュウニ）

の音楽活動の一環として 2009

年 9 月から活動を開始。

映像作品を使ったライブ活動の

他、HP や動画サイト（YouTube)

でも作品を公開している。

琉球音階を取り入れたメロディ

に琉球笛の音色が重なり、独特

の世界観が好評を得ている。

BMX FLATLAND 私達は、２０インチの自転車を

使ってパフォーマンスをしてい

ます。ＢＭＸという自転車で普

通の自転車ではできません。見

せ場は、片方の車輪に乗り技を

決めていくとこです。主に神戸、

三田、三木で活動をしＢＭＸ

を広めていきたいと思っていま

す。

是非この機会に見に来てくださ

い。

百姓一揆（101）

http://killcut.com/3kakeru4/

No Website

この春淡河のいなかっぺ

まつりで生まれたバンドだす

朝には田んぼを掻き均し

夜にはエレキを掻き鳴らす

平日は平凡サラリーマン

休日は heyhey バンドマン

「一家に一反あっ田んぼ

家のはたには畑

庭には２羽のニワトリさん

sunsun お日さんめぐルンバ」

かすかな記憶を取り戻そう

収奪の連鎖を断ち切ろう

No Website

淡河町在住のシンガーソングラ

イター。

自然からの喜びを歌い、世界最

古と言われる言葉カタカムナ語

を入れた曲など、民族楽器を取

り入れ独自の世界観を歌ってい

ます。

OGOGOGO PROJECT 実行委員。

OGOGOGO!!!!

むぎ

http://profile.ameba.jp/cocoro6625/
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BACHIKONDOOO

丸山 茂樹 淡河婦人会

はせがわかおり

兵庫県神戸市出身。三線、アコー

スティックギター、ブズーキな

ど様々な楽器と声で、日本全国

内・世界各地へ旅をし、出会い

を大切に人・自然・思いを表現

する演奏を全国各地で展開。丸

山茂樹のメッセージで、自分な

りの感情が生まれるきっかけを

つくりだしたいと表現し続けて

いる。独特な感性から生まれる

造形的な言葉と音色によって、

多くの人々を魅了している。

2004 年夏、結成。西アフリカ

の太鼓を中心とした音楽とダン

スのグルー プ。日本では数少な

いアフリカンバレエ（演劇）を

取り入れたり、伝統音楽のリズ

ムに自作の歌詞をのせて愛・平

和・感謝の想いを伝えるなど 独

自のスタイルを大切にしている。

神戸を拠点にライブハウス、ホー

ル、野外フェスティバル、お祭り、

学芸機関など各地で LIVE を行っ

ている。

http://www.maruyamashigeki.com

http://contant.hippy.jp/bachihome.html

学生時代、ブラウン管でギター

弾き語りをするアーティストを

見てから、そのスタイルに憧れ

を抱き、直感的に進路を音楽の

道に決める。しかし、音楽活動

はもとより音楽についての知識

や経験もなく、自分に何が出来

て何が出来ないかという疑問に

かられ、大阪の音楽専門学校に

入学。ライブ活動も開始。卒業後、

友人や共演者達と刺激しあいな

がら自身の音楽を追及する。

http://hasegawakaori.untokosho.com

婦人の幸せを願い発足した婦人

会も現在では町内のまちづくり

協議会の一団体として活動を進

め、「神戸まつり」には「淡河よ

さこい」の曲に合わせて参加し

たり、国道 428 号線の開通によ

り道の駅淡河がオープン。

地元産の「十割そば」を発信し

淡河活性化にも一役かっていま

す。このたび次の世代をになっ

て下さる若い方々の出発をとて

もうれしく思います。

No Website

a r t i s t s 　 出 演

会場 M A P

関係者駐車場

01
02

03 04 05 06

08

07

09
10

12
11

13

14

16

15 17
18

20

19
21

22

23

24

40 41

43

2526

27

28

29

30

31

32
33

34 35
36 37 38

42

メインステージ
→ タイムテーブル P.4

食器ブース

救護テント

休憩所

休憩所

受付

・会場内への危険物の持ち込みは固

くお断り致します。

・手荷物はお客様ご自身で責任を

持って管理して下さい。

・長時間の屋外でのお祭りです。日

よけ対策や十分な水分補給など、ご

自身での体調管理をお願いします。

・気分が悪くなったり、そのような

人を見かけましたら、お近くのス

タッフまでお知らせ下さい。

・持ち込みのゴミは各自でのお持ち

帰り、会場内の飲食で出たゴミは

所定のゴミ箱へお願い致します。

ご注意とお願い

※雨天などにより若干レイアウトが変更となる場合もございます。
39

W.C.

喫煙所



-  8  - -  9  -

04. Shamesh

旅先で出会った天然石を使った

アクセサリーを販売していま

す。HP：shamesh.net

OGOGOGO!!　そら祭り !!

今日は青空陶芸教室もあるヨ !!

色んな出会いを楽しみにしてい

ます !!

01.02. つくも窯
ご希望の、お好きな言葉や文字

を作品にします。目で見て、何

かを感じ取っていただければ・・

と思います。

09. 書・遊美

「シロビアビアンガ」をします。

「シロ」とはサンスクリット語

で「頭」、「アビアンガ」とは「愛

情のこもった手」という意味で

インディアンヘッドマッサージ

のことです。

08. ひだまりや

旅をコンセプトに実用性にこだ

わり日々の暮らしに取り入れて

もらえるものを集めました。

10. galerie la rito

03. ゆがふ舎

（地域文化遺産研究会）

3 月に茅葺き「ゆがふ舎」（淡

河道の駅・東北向い）と名付け

「染遊び」など毎月沖縄と神戸

の交流する「場」を提供してい

る。* ゆがふ＝沖縄口（うちなー

ぐち）で平和で豊穣な世の意。

g o o d s

物 販 店

06. 笛工房 kanaiya

やさしい竹の音色を楽しみに来

て下さい。自由に吹いてみて下

さいね。

本当にパワーのあるヘナは、白

髪染めだけでなく、頭皮と髪も

健やかにします。そんなヘナ製

品を揃えました。

07. 芦屋ヘナ倶楽部

05. konote

ヘンプと自然の中で出会った素

材を使いやさしさをつくってい

ます。

この手からあなたの手へ

主に桜材を使用して、「力のあ

る形」をテーマに、アクセサリー

や食器など、実生活に溶け込め

る作品を制作しています。

21. 木彫り屋

MONOLITH（モノリス）

19. Goosebumps

大阪住吉区にあるアジアのお店

です。現地直接買い付けにいく

ので、変わったものが多いよ。

14. アジアン雑貨＆衣料

 　　　　　RAKUDA

かわいいファイヤーキングの

カップでおしゃれに田舎暮らし

を満喫してみませんか？

その他、様々な雑貨も用意して

います。お気軽に声をかけてく

ださいね。

かわいくてあたたかいアジアン

雑貨！ハンドメイドの心も温ま

るフェルト・冬物グッズが盛り

だくさんです☆

13. エスニック雑貨 　

　　　　　POKHARA

ペルーで習ったコードクラフト

ワークで天然石・木の実などを

包んだアクセサリーやいろんな

ものと組み合わせた創作アクセ

サリーを製作しています。

17. CHIKUSA ART

15. Mayuka

手編みの毛糸作品を夫婦 2 人で

作りました。各種マフラー、ボ

レロ、ベストなど手作りのぬく

もりをきっと感じていただける

と思います。

23. まるくま工房

ハンドメイドにこだわった、七宝

焼アクセサリーや雑貨。玻璃七宝

という珍しい七宝焼もあります。

アフリカやアジアの布、古布な

どを使用した雑貨、ウッド・天

然石・羽などの自然素材のアク

セサリーを心を込めて製作して

います。 身に着けた人が明るく

ハッピーになりますように・・・。

16. mayai

個性的でナチュラルなハンドメ

イド作家の作品やアジアンテ

イストな洋服などのセレクト

ショップです。

11. biochedo

　　　　( ビオチェド )

アフリカの布を使ってファッ

ショナブルなヒッピースタイル

を目指し、スピリチュアルなモ

ノを作っています。

22. BACHIKON ☆　　

　　　　　BOUTIQUE

好きなんだけど・・・。捨てる

のはもったいない！気に入って

使ってくれる人がいれば嬉しい

な。OGOGOGO PROJECT ス

タッフのフリマだよ。

24.OGOGOGO 　　　

　　　　　　RECYCLE

25. PO/macalico

「可愛い」「おしゃれ」「楽しい」

を意味のあるもの、エゴではな

いものにするために。おしゃれ

していいんだよー。

26. パイポン畑

無肥料、無農薬で作った丹波黒

の枝豆、特別栽培米の新米、か

まどの薪の火で作る畑の植物性

スウィーツ

自然をテーマにアクセサリーを

製作しています。

20. yukuri earth

個性派のヒュージングガラスア

クセサリーと多素材オリジナル

アクセサリー・雑貨を楽しんで

ください。

12. a-heart

手作りのアクセサリーです。彫

金、とんぼ玉、木彫品、すべて

手作りで製作しました。

18. 野の花工房

自然素材を中心に使用した手作

り石鹸デス☆お肌にも環境にも

優しい手作り石鹸でバスタイム

を癒し空間に♪

27. 手作り石鹸　　　　

　　　　　Arpita 工房

個性豊かなものがたくさん！

お気に入りを探しに GOGO ！
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伊勢市横輪町の里山の古民家・

楽園さらばから、あるこで虹を

届けます。

29. かめとうさぎ

30. チャイ屋 あさやん

淡河の野菜たっぷりの特製焼き

そば＆食べごたえ満点の大玉た

こ焼き。きっとおいしいはず。

31. タコタイム

知る人ぞ知るインド、ネパール

料理店「カルカッタ」の、インド、

ネパールあわせて 12 年という

マスターから習ったチャイ。

神戸セレクションに選定された

和洋折衷珈琲羊羹の試飲販売

と、竹筒コップで珈琲ゼリーを

作成し数量販売いたします。も

ちろんホットコーヒーも。

38. 神戸珈琲物語

ヒマラヤの香り豊かなスパイス

をふんだんに使ったカレー。素

材の旨味を自然に引き出し、味

深いカレーをどうぞ。

37. 地下のネパール 　　

　　　　　　　kukuri

28. 『きえつ』茶のゆ工房

為眞茶坊（タメマチャボウ）

のどかな田園風景の広がる自然

の中で獲れた野菜や果物をふん

だんに使ったアイスクリーム。

自然の甘さとさわやかな後味

を、是非一度ご賞味ください !!

39. アイスクリーム工房

 　　　　BOSS&MOM

手作り茶室で抹茶と手作り菓子

茶のゆに作法無し

f o o d s  a n d  d r i n k s

飲 食 店

淡河でとれた野菜を使ったほっ

こり豚汁とみんなが愛情たっぷ

り込めて作ったおにぎり、他に

もいろいろあるよ。

32. OGOGOGO FOOD

ビールや焼き鳥などのお店。

35. ファンキー淡河

ヘンプフードや自分達で育てた

無肥料無農薬野菜を使った天然

酵母ぱんとカレーの店

36. Saravah Arco

地元直産の野菜・卵・こんにゃ

くを使ったほくほく暖かいおで

んはいかが？

33. 淡河神影婦人会

※皆さんのメッセージはそら祭

り公式 HP に反映されます。ま

た HP はいつでも書き込み・閲

覧が可能です。

公式HP　http://soramatsuri.com/

淡河のひとがまごころこめて

作った･育てたいろんなものた

ちを販売します。

実際に手に取って、触れて、味

わってみてください

40. 淡河特産品ブース

41. 淡河紹介ブース

現在までのそら祭りの様子など

を紹介しています。

42. そ ら 祭 り の　　　　

　　　　　あゆみブース

淡河のもの、こと、ひと、場所、

淡河のいろいろをご紹介。

すてきなまち、淡河をちょっと

のぞいてみてください。

そらにメッセージを届けよう！

そら祭りブースでは皆さんから

のメッセージを集めています！

あなたの大切な場所や今日感じ

たことなどを書いてください！

43. そら祭り

　　　メッセージブース

e v e n t  b o o t h

イ ベ ン ト
ブ ー ス

目移りしちゃうほど

おいしいものがいっぱい。

秋の食欲タイム、GOGO!

目移りしちゃうほど

おいしいものがいっぱい。

思う存分味わってくださいね！

淡河とそら祭りを

もっと知ってもらいたい！

淡河＋そら祭り、GOGO ！

毎度お馴染み地元婦人会自慢の

たこ焼きをどうぞ！

34. 淡河婦人会
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協賛･寄付

今回の淡河そら祭り開催にあたり、数

多くの企業様、個人様にご賛同いただ

きました。本当にありがとうございま

す。

上野丘学園
相良　博之
杉浦　奉文
藤本　善典
藤本　周士
中西　明久
永福　武・貴子
柳生　宏和
柳生　浤二
柳生　淑美
Vin du 268
藤井　正孝
明木　哲夫
伊藤　恭子

（敬称略，順不同）

竹 の 器 に つ い て  Gil tem ia ta dionsun teris; 

nonfend ierrae ia vir quam tela pons simissu 

legerio nsulem nox noc,

竹食器づくりワークショップ

OGOGOGO

C O L U M これぞ究極のエコ！

自分の食器は自分でつくる。

　会場を見渡していただくとお分

かりのように、本日使用する食器

の一部では竹を使っています。会

場内にて竹による食器作りワーク

ショップを開催していますので、

ぜひご参加下さい。作って燃やす

もよし、記念にお持ち帰りしてい

ただくもよし、キャンドル立てな

どに加工していただくもよし。想

像力をふくらませてあんなことで

きるなぁなんて考えてもらえたら

幸いです。

　ここで竹にまつわる話を少し。

竹は生育が非常に早く、繁殖能力

も非常に強いため、人の手が適度

に入らなければ他の山の植物をど

んどん侵食していき、森林機能を

破壊します。現在では竹を伐採し

て日常に竹という資源を利用する

人が少なくなっているため、全国

各地で人の手が入らなくなった竹

林による被害が問題となっている

のは有名な話です。

　古来から人の手が適度に入るこ

とでちょうどよい生態系のバラン

スが営まれていました。人の生活

環境もがらりと変わり、こういう

昔から営まれ続けてきた人と自然

の関係性がどんどん壊れていって

しまっている現代でも、時代に合

わないといって切り捨てるのでな

く、こういった古来から営み続け

られてきた循環を違った形でうま

く生かすことはできまいか考えて

みるのもひとつなのかもしれませ

んね。

JA 兵庫六甲 淡河支店
JA兵庫六甲 上淡河支店
山本　喜子
石野　美都里
青少年育成協議会 淡河支部
小南　智史
小南　智香
小南　阿耶
見通　孝
西尾　多賀子　
藤本　朋代
山口　康二
辻　友樹
安福　佳史
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ゆう建築設計　２口
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そら祭り 2009 開催情報

そら祭りとっとり

2009.10.25.　

鳥取県鳥取市

森林公園 とっとり出合いの森

そら祭り世田谷 2009

2009.10.10.-11.　

東京都世田谷区

世田谷区民会館

そら祭り北海道 2009

2009.9.19.　

北海道札幌市

モエレ沼公園野外ステージ

そら祭り大阪 20 0 9

2009.8.2.　

大阪府吹田市

万博記念公園東の広場

そら祭り淡河 20 0 9

2009.11.1.　

神戸市北区淡河町東畑

淡河町公園

今年開催された「そら祭り」は淡河でフィナーレを迎えます。

　この祭りの主催者・丸山茂樹

は日本全国を旅しながら、その

土地その土地の風を感じ、思い

を馳せて歌い続けてきました。

　「その場所を好きになるとそ

の場所を失いたくないと思う」

「場所の大切さを伝えたい―」

そんなひとりの想いから、この

祭りは動き始めたのです。

　そして 2007 年 7 月 21 日、

１回目のそら祭りは開催されま

した。

　スタッフを合わせると 600

人以上の人が集まり、無意識に

みんなが場所を意識するような

笑顔と考える姿がそこにはあり

ました。一人ひとりにさまざま

な想いとつながりを生み、この

瞬間・この場所が多くの人々の

心に刻まれたのです。

　2008 年、その想いは全国的

に広がり全国 5 ヶ所で開催さ

れました。

　第１回そら祭り開催・その想

いや活動はひとりでに伝わり、

ぜひ自分達の大切な場所で「そ

ら祭り」を開催したい、そんな

風に手が上がり自然と全国へ広

がっていったのです。

　それぞれの場所で想いに賛同

した仲間が集まり、それぞれの

場所だからできるステージや

ブース、空間が生まれました。

また場所と場所人と人とが自然

とつながりを持ち、様々な出逢

いがうまれ刺激し合ったり協力

しあったりと、「そら祭り」は

各会場ごとではなくすべてがつ

ながってゆくお祭りへと成長し

ていきました。

第一回「そら祭り」

2007.7.21.　兵庫県加東市

兵庫県立播磨中央公園

「そら祭り北海道」

2008.7.20.　北海道札幌市

モエレ沼公園

「そら祭り関東」

2008.8.17.　埼玉県所沢市

所沢航空記念公園

「そら祭り西脇」

2008.9.14.　兵庫県西脇市

日本へそ公園

「そら祭り宮崎」

2008.9.20.　宮崎県小林市

生駒高原コスモホール

「そら祭り神戸」

2008.10.4.　兵庫県神戸市

神戸市立須磨離宮公園

そら祭りのあゆみ

history & activity
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　２００７年からはじまり、２００８年は北

海道・関東・宮崎・兵庫西脇・神戸の５会場

で開催されました。この２年間で、私自身多

くの気づきがありました。「場所」を大切に

する、好きになるということは、何よりもそ

こに集まる人間を大切にし、好きになること

なんだと。

　様々な開催場所の目的が、その地域を盛り

上げ、さらに土地を守り、それが日本中・世

界中の環境への意識にまでつながっていく

と、私は信じています。営利目的でなく収益

も環境活動等に募金するという形ですが、な

により関わった人々がそういった活動に意識

を向けるきっかけをつくりたいと考えていま

す。そらを見上げて何かを考えるとき、そこ

は自分にとって大切な「場所」となる。

　どこにいても、人や自然、空はつながって

いる。

　そらを見上げてこの「場所」できっかけを

つくり、つながりましょう！！　

producer's message

producer 's  message

　今、大切な「場所」がどんどん

失われていく現実があります。私

達の住む場所は、生活のために必

要な場所。その「居場所」は、生

きるために必要なものだから守っ

ていかなければならないし、その

場所の大切さを再認識しなければ

いけないと思います。まだまだこ

の日本には、自然が残り景観も素

晴らしい場所がたくさんあります。

その「場所」を知って、自分達の

住むところの大切さの再確認やこ

んなに素敵な場所があったんだと

いう発見があれば、「場所」を守

る意識が生まれるし、さらに自分

の生活も豊かになるのではないで

しょうか。

　私は、演奏活動を通して、全国

各地で大好きな「場所」とたくさ

ん出会いました。その「場所」を、

少しでもたくさんの人々に知って

もらいたいという気持ちが常に表

現の中にあらわれてきました。し

かし、ステージで「場所」を伝え

ていても、やはり音楽だけでしか

ない表現にどこか悩んでいたとき

に、みんなでこの「場所」づくり

をしていかなければいけないと思

いました。旅をそのままみんなに

届けるのではなく、旅そのものを

みんなでつくっていく。その過程

の中で気づくことすべてが、「場所」

を守る人間の心を豊かにしていく。

　「交流することで場所や人がつな

がっていく」＝「音楽を通して、

場所の大切さに人が気づき、豊か

になるきっかけを知る」。自分の大

切な場所で、自分達の手で何かつ

くりあげ、自分達の場所を守って、

盛り上げて、楽しみ、残す。祭り

とは、人が自然と共存するための

知恵です。間をつりあわす、神を

待つ、などの語源のように、みん

なで手をとりあって自然に感謝を

することです。

『そら祭り』
～土地の大切さを知って、自然・人・場所・そらがつながるイベント～

＜開催目的、丸山茂樹の思い＞
プロデューサーメッセージ

丸 山  茂 樹
m u s i c i a n

SIGEKI MARUYAMA
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謝辞
　本日は淡河そら祭りにご来場いただき、ま

ことにありがとうございました。農村で営ま

れる関係性や息づかいが少しでも伝わったで

しょうか。この地元の若い世代が言い出した

ことが紆余曲折を経ながらも、こうやってひ

とつのかたちとなったことを非常に嬉しく思

います。本当にありがとうございました。

淡河そら祭りがかたちになるまで
　いま、都市化が進むのと共に少子高齢化が

日本各地で問題となって久しく、地域のあり

方が問われ続けています。神戸市北区淡河町

もその例外ではなく、その影響は幼稚園がな

くなってしまうというかたちで目に見える現

実となり、淡河町で生活する私たちのすぐ目

の前に迫ってきています。そんな問題に対

して何かできまいかと頭を悩ませていたとこ

ろ、副実行委員長でシンガーソングライター

の十場むぎさんや茅葺き職人の相良育弥さん

たちと意気投合し、OGOGOGO PROJECT 実

行委員会を立ち上げ、少子高齢化などに対す

る帰納的な解法のひとつとして若い世代から

淡河を盛り上げるためのイベントを開催する

ことにしました。さらに今回、まだ祭りが

全くかたちになっていないタイミングでたま

たま全国各地でそら祭りをされているプロ

デューサーの丸山茂樹さんとご縁があり、淡

河そら祭りとして開催することとなりまし

た。

生きた風景をつくる
　いま、日本各地、世界各地の地方が消費さ

れています。おじいちゃんの知恵だとか自然

だとかが持ち上げられていますが、それが観

光の材料になり、単にレジャー感覚で触れた

り保存するのみで見せ物となってしまえば、

単なるテーマパークとなんら変わらないもの

でありそういった例も数多く存在していま

す。農村は決していいとこ取りをしてもよい

別荘であるべきではないでしょう。ものその

ものの学術的価値や観光資源としての価値も

ちろん大切ですが、ただ単に記録、保存し、

公開することのみではそこで生きた風景はつ

くられません。それは目には見えず、そこに

寄り添うことで初めて見えてくるものなので

なおざりにされがちなものです。

　大切なのは先代からの技術や知恵をこちら

の都合で働きかけて、欲しいところだけを抽

出し、データ化することでなく、先代から受

け継がれてきた技術や知恵をその体に刻み込

むこと。大切なのは茅葺き屋根のある風景そ

のものではなく、そこに生きる人が風景をつ

くる技術を有して、その風景が生きていると

いうこと。

　農村のものと人、人と人との間に生まれる

その土地独自の関係性こそが、なんとも形容

編集後記

しがたいその土地独自の良さをつくるのでは

ないでしょうか。

更新し続けること
時代と共にまちが変わるのと同じようにむら

も変わり続けます。「活性化すべきだ、今は

異常だから正常に戻さないといけない ...」と

いうほど大げさではありませんが、淡河町も

変わらなければなりません。代が替われば家

族も変わり住まい方も変わります。人が入れ

替わっていくのに昔のスタイルばかりに固執

し続けるべきでなく、受け継がれるべきもの

は受け継がれ、淘汰されるものは淘汰される。

本当に価値のあるものは残っていくし用をな

さなくなかったものはなくなっていく、そう

やって環境によって更新し続けていくことこ

そ、その地に根を張り生きるということなの

でしょう。農村の今の風景や営みは今をその

場所に寄り添う人ひとりひとりがつくり出し

ています。私自身もそうやって先代に敬意を

示しながらも地域の文脈に体を沿わせて生き

ていきたいと思っています。

　おおらかに他者を受け入れ、おおらかに変

化を受け入れる心を持ち、農村ならではの共

有する感覚を持つ。そうやって村で営まれる

関係性の中に飛び込み、風景を当たり前のよ

うに受け継ぎ創る人が少しでも増えてくれれ

ば、農村ならではの顔の見える安心なコミュ

ニティが自然とできるのではと思います。

　ものではなく、そこで生きる者に寄り添い、

その場所に寄り添い、技術や感覚が受け継

がれ、更新し続けられていく。そうやってう

まく地域が代謝し続けられるかたちを目指し

て OGOGOGO PROJECT 実行委員会はこれか

らも活動を続けていけたらと思っていますの

で、これからも温かく見守っていただければ

幸いです。

（安福友祐）

実行委員長のメッセージ

OGOGOGO PROJECT

d i rec to r ' s  message
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１．丹生（にぶ）の山影　広がるすそ野
　　湖（うみ）が拓けて　豊かな里は
　　花花花の　花どころ
　　淡河よいとこ　ふるさとの
　　心ふれあう　明日の町

２．雲の峰立つ　国道ゆけば
　　港神戸は　世界につづく
　　つづく文化の　海は夏
　　淡河よいとこ　ふるさとの
　　心ふれあう　明日の町

３．祭り太鼓に　穂波がゆれる
　　豊年祝いは　八幡さまに
　　秦よ（みこし）ささげて　神だのみ
　　淡河よいとこ　ふるさとの
　　心ふれあう　明日の町

４．淡河城跡に　湯の山街道
　　雪の石峯寺　三重の塔も
　　遠い歴史を　語り継ぐ
　　淡河よいとこ　ふるさとの
　　心ふれあう　明日の町

淡河音頭 （作詞　藤原寿子　作曲　楢崎和美）

songs
歌

そらの向こうのあおいそらに

浮かぶ雲を見上げている

風吹く緑に包まれた

鳥の鳴き声　人の笑い声

つながるためにそらを見上げ

笑う君にそらごと全部あげる

星がちらばった夕星（ゆううつ）なそら

生命の数を数えている

そらが教えてくれた今だから

つなげるそらを伝え続けよう

この世界はまだ終わらない

この場所でみんなが出会っているから

君はひとりじゃない

この地球（ほし）はひとつだから

今できることからやるんだよ

HOME  

たとえ文字が（ここから）なくなっても

伝えることは真実だけ

時をつかむんだ　この場所感じて

歩き続ければ景色はかわるから

君が立っているその場所が

思い出になることを忘れないで

今ここで出会っていることは真実

見えないものを形にしてきた

それがこの場所だと伝えてくれるんだろうか

だから叫ぶよ　ありがとう　ありがとう

つなげるためにそらを見上げ

笑う君にそらごと全部あげる

( 作詞・作曲　丸山茂樹 )
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2009 年 11 月 1日（日）　12:00 ～ 18:00

淡河町公園（神戸市北区淡河町東畑 51-2）

主催　OGOGOGO PROJECT 実行委員会

プロデュース　丸山 茂樹

編集長 安福 友祐（cott）

発行所 OGOGOGO PROJECT 実行委員会 

〒 651-1604

 兵庫県神戸市北区淡河町勝雄 605

 TEL (078)-220-7211

 FAX 020-4665-8400

 MAIL ogogogo@live.jp

 URL http://soramatsuri.com/

禁無断転載複写
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